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以下、第 2 章で本研究における基本事項、第 3 章で先行研究について説明し、第 4 章で
研究環境、第 5 章で使用した辞典、第 6 章で調査楽曲に付いて説明した後、第 7 章で分析









2.1 日本語における拍 [1] 
 日本語でいう拍とは、一定の時間的長さを持った音の文節単位である。音韻論ではモーラ
と呼ばれるもので、簡単に言えば、大体カナ 1 文字で書かれる音のことである。例えば、
ア・イ・ウ・エ・オはそれぞれ 1 拍(1 モーラ)であり、「うみ」「おか」など 2 文字の言葉な
ら 2 拍語(2 モーラ)、「おとな」「たまご」など 3 文字の言葉なら 3 拍語と呼ぶ。つまり n 文
字の言葉なら n 拍語となる。引き音(ー)や、撥音(ン)、促音(ッ)も 1 拍として数えるが、キ
ャ、キュ、キョなどの拗音はそれぞれ一文字分の長さで発音されるので、カナ 2 文字で 1
拍と数える。つまり、「てん」は 2 拍語、「とーすと」は 4 拍語、「あっち」は 3 拍語、「り
ょうしん」や「きょうかい」は 4 拍語となる。 
 
 





















の位置で高→低と下がるかにより細分されるので、拍数別のアクセント型は図 2 になる。 
 
図 2：名詞のアクセント型 [4](pp18-19) 





 図 2 の 4 拍語の列に注目すると、平板型は●○○○(○)、尾高型は●○○○(●)、頭高
型は○●●●(●)とそれぞれ 1 つずつなのに対し、中高型は●○○●(●)と●○●●(●)の 2
つとなっていることが分かる。同様に見ていくと、5 拍語では中高型が 3 つ、6 拍語では 4
つとなっている。語数が増えるにつれて中高型の数も増えるので、平板・尾高・中高・頭高
型全てを足したアクセント型の数は、1 拍語で 2 つ、2 拍語で 3 つ、3 拍語で 4 つ、4 拍語















































































































































図 7：「島の娘」の旋律 [6] 
アクセントは「しまで そだてば むすめ じゅうろく こいごころ」であるのに、









































(きり))が理由である。調査の資料として『全音 歌謡曲大全集』全 7 巻を使用した。収載
している曲数は以下のとおりである。 
 第 1 巻 480 曲 明治 17 年  ～昭和 22 年上 
 第 2 巻 472 曲 昭和 22 年下 ～昭和 34 年上 (12 年分) 
 第 3 巻 475 曲 昭和 34 年下 ～昭和 43 年上 (9 年分) 
 第 4 巻 478 曲 昭和 43 年下 ～昭和 51 年上 (8 年分) 
 第 5 巻 447 曲 昭和 51 年下 ～昭和 56 年上 (5 年分) 
 第 6 巻 425 曲 昭和 56 年下 ～昭和 61 年上 (5 年分) 

































「雨」について言うならば、4 巻 5 巻において下降音型で歌われる箇所が比較的多くなって






















 楽曲の解析は Windows7 Home Premium 64bit,CPU Core i7 2620M,4GB のマシンで行



















































らは童謡 85 曲、唱歌 94 曲が収載されている。このうち本研究では童謡 83 曲(歌詞が明ら
かに方言であった「あんたがたどこさ」「童神」の 2 曲を除く)、唱歌 85 曲(「数えうた」
「児島高徳」「金剛石・水は器」「四季の雨」など、文語のためアクセントが不明だったもの
を除く)の計 151 曲を使用した(表 3-1～表 4-2)。演歌は、「演歌名曲大全集」 [9]から 48 曲
を使用した(表 5)。 















●●」であり、メロディの高低とは異なる(図 9)。本論文の第 3 章でも、音程不一致でよく
挙げられる例の一つとして紹介した。しかし、「好きな歌・嫌いな歌(参考文献)」で團伊玖
磨が山田耕筰に「あかとんぼ」のアクセントについて尋ねたところ、作曲された当時(昭和












表 3-1：使用した童謡 1 
 
曲名 詞 曲 歌い出し 注釈
1 アイアイ 1962 1962 アイアイ　アイアイ
2 青い眼の人形 1921 1922 青い眼をした 詞先
3 赤い靴 1921 1921 赤い靴　はいてた
4 赤い鳥小鳥 1918 1920 赤い鳥　小鳥 詞先
5 赤とんぼ 1921 1927 夕やけ小やけの 詞先
6 朝はどこから 朝はどこから
7 あした お母さま　泣かずに
8 あの子はたあれ 1939 1941 あの子はたあれ
9 あの町この町 1924 1924 あの町　この町
10 雨 1918 1918 雨がふります
11 あめふり 1925 1925 あめあめ　ふれふれ
12 雨ふりお月 1925 1925 雨降りお月さん
13 犬のおまわりさん 1960 1960 まいごのまいごの
14 うさぎ うさぎ　うさぎ
15 兎のダンス 1924 1926 ソソラ　ソラソラ 詞先
16 歌の町 1947 1947 よい子が住んでる
17 うれしいひな祭り 1936 1936 あかりをつけましょ
18 おうま 1941 1941 おうまの　おやこは
19 大きな栗の木の下で 大きな栗の木の下で
20 おさるのかごや 1938 1938 エッサ　エッサ
21 お正月 1901 1901 もういくつねると
22 おつかいありさん 1950 1950 あんまりいそいで
23 おもちゃのチャチャチャ 1959 1959 おもちゃのチャチャチャ 1962年に吉岡治が詞を補作
24 おもちゃのマーチ 1923 1923 やっとこやっとこ
25 お山のお猿 1919 1919 お山のお猿は
26 およげ！たいやきくん 1975 1975 毎日　毎日　ぼくらは
27 肩たたき 1923 1923 母さん　お肩を
28 かなりや 1918 1919 唄を忘れた　金糸雀は
29 からすの赤ちゃん 1939 1939 からすの赤ちゃん 曲先
30 かわいいかくれんぼ 1950 1950 ひよこがね 詞先
31 汽車ポッポ 1937 1940 汽車　汽車　ポッポ 詞先
32 汽車ぽっぽ 1927 1927 お山の中行く
33 北風小僧の寒太郎 北風小僧の寒太郎
34 切手のないおくりもの 私からあなたへ
35 きらきらぼし きらきらひかる フランスで流行したシャンソン。18世紀末
36 靴が鳴る 1919 1919 お手つないで　野道を
37 小鳥の歌 1954 1954 小鳥はとっても　歌が
38 この道 1926 1927 この道はいつか来た道
39 さくら 1941 さくら　さくら 元は江戸時代の琴歌。歌詞を変えた
40 サッちゃん 1959 1959 サッちゃんはね
41 里の秋 1945 1945 静かな静かな








曲名 詞 曲 歌い出し 注釈
45 証城寺の狸囃子 証　証　証城寺
46 砂山 1922 1922 海は荒海　向こうは
47 背くらべ 1922 1922 柱のきずは　おととしの 一番だけ歌詞が先　二番以降は曲が先
48 ぞうさん 1951 1952 ぞうさん　ぞうさん 詞先
49 たきび 1941 1941 かきねの　かきねの
50 だんご三兄弟 1999 1999 串にささって　だんご
51 小さい秋みつけた 誰かさんが　誰かさんが
52 チューリップ 1932 1932 さいた　さいた
53 月の砂漠 1923 1923 月の砂漠を　はるばると 詞先
54 手のひらを太陽に ぼくらはみんな生きている
55 手をたたきましょう 1952 1952 手をたたきましょう 原曲はチェコ民謡(？)
56 てるてる坊主 1921 1922 てるてる坊主　てる坊主 詞先
57 とけいのうた コチコチ　カッチン
58 どこかで春が 1923 1923 どこかで春が　生まれてる




63 花嫁人形 1923 1925 きんらんどんすの 詞先
64 春よこい 1923 1923 春よ来い　早く来い
65 ひょうたんぼっくりこ いも虫　ごろごろ
66 ひらいたひらいた ひらいた　ひらいた 江戸後期にはすでに存在
67 ぶらんこ ぶらんこゆれて
68 ペチカ 雪の降る夜は
69 マーチングマーチ 1965 1965 マーチったら　チッタカタァ
70 待ちぼうけ 1924 1924 待ちぼうけ　待ちぼうけ
71 真っ赤な秋 まっかだな　まっかだな
72 まつぼっくり まつぼっくりが　あったとさ
73 みかんの花咲く丘 1946 1946 みかんの花が　咲いている 詞先
74 みどりのそよ風 みどりのそよ風　いい日だね
75 めだかの学校 1950 1950 めだかの学校は　川のなか 詞先
76 もずが枯木で もずが枯木に泣いている
77 森のくまさん ある日　森のなか　くまさんに




82 雪の降るまちを 1952 1952 雪の降る町を 一連だけの詞に曲を付け、その後2・3連も制作




曲名 詞 曲 歌い出し 注釈






7 一月一日 1893 1893 年の始めの　例とて 1893に作られたが、1913に歌詞を改作
8 一番星みつけた 一番星みつけた　あれあの
9 一寸法師 1905 1905 指に足りない一寸法師
10 いなかの四季 道をはさんで　畠一面に
11 犬 1911 1911 外へ出るとき　とんで来て
12 うぐいす うめの小枝で　うぐいすは
13 うさぎとかめ 1901 1901 もしもし　かめよ　かめさんよ
14 牛若丸 1911 1911 京の五条の橋の上
15 うちの子ねこ うちの子ねこは　かわいい
16 美しき天然 1905 1905 空にさえずる鳥の声 楽譜の出版年。歌自体はもっと前から存在
17 うみ うみは　ひろいな　大きいな
18 海 1913 1913 松原遠く消ゆるところ
19 浦島太郎 1911 1911 昔昔　浦島は　助けた亀に
20 おおえやま 1901 1901 むかし丹波の　大江山
21 おきゃがりこぼし 投り出されて　ころころ転び
22 朧月夜 1914 1914 菜の花畠に　入り日薄れ
23 案山子 1911 1911 山田の中の一本足の案山子
24 かたつむり 1911 1911 でんでん虫々　かたつむり
25 鎌倉 1910 1910 七里が浜の磯伝い
26 烏 かあかあ　烏がないて行く
27 菅公 日かげさえぎる　むら雲に
28 汽車 1912 1912 今は山中　今は浜
29 金魚 赤い大きな鰭ゆらゆらと
30 きんたろう 1900 1900 まさかりかついで　きんたろう
31 こいのぼり 1931 1931 屋根より　たかい　こいのぼり
32 鯉のぼり 1913 1913 甍の波と雲の波
33 荒城の月 1898 1898 春高楼の花の宴 詞先。曲は一般公募
34 子馬 1910 1910 はいしい　はいしい 詞先。尋常小学読本の韻文教材に曲を付けた
35 昭和の子供 昭和　昭和　昭和の子供よ
36 スキー 1943 1943 山は白銀　朝日を浴びて





42 たなばたさま 1941 1941 ささの葉さらさら　
43 茶摘 1912 1912 夏も近づく　八十八夜
44 蝶々 1881 ちょうちょう　ちょうちょう 曲先。1881～1884の小学唱歌集。日本と西洋の合作
 20 
表 4-2：使用した唱歌 2 
 
  
曲名 詞 曲 歌い出し 注釈
45 月 1910 1911 出た出た　月が 詞先。尋常小学読本の韻文教材に曲を付けた
46 電車ごっこ 1932 1932 運転手は君だ　車掌は僕だ
47 動物園 動物園ののどかな午後は
48 時計の歌 時計は朝から　かっちん
49 とんび 1918 1918 とべ　とべ　とんび　空高く 詞先
50 那須与一 源平勝負の晴の場所
51 夏の思い出 1949 1949 夏がくれば　思い出す 詞先
52 夏は来ぬ 1900 1900 卯の花の　匂う垣根に
53 二宮金次郎 柴刈り　縄ない　草鞋を
54 庭の千草 庭の千草も　虫の音も 曲先。アイルランド民謡
55 人形 わたしの人形はよい人形
56 野菊 1942 1942 遠い山から吹いて来る
57 鳩 1911 1911 ぽっぽっぽ　鳩ぽっぽ
58 花 1900 1900 春のうららの隅田川
59 はなさかじじい 1901 1901 うらのはたけで　ぽちがなく
60 花の街 七色の谷を越えて
61 花火 1934 1941 どんとなった　花火だ 詞先
62 埴生の宿 1889 1889 埴生の宿も　わが宿 曲先。イングランド民謡
63 浜辺の歌 1913 1913 あした浜辺を　さ迷えば 詞先
64 春がきた 1903 1910 春が来た　春が来た 詞先。尋常小学読本の教材に曲を付けた
65 春風 吹け　そよそよ吹け　春風よ




70 富士山 1910 1911 あたまを雲の上に出し 詞先
71 冬景色 1913 1913 さ霧消ゆる湊江の
72 冬の夜 1912 1912 燈火ちかく衣縫う母は
73 故郷 1914 1914 兎追いしかの山
74 僕の弟 僕のおとうと　五郎ちゃん
75 蛍 蛍のやどは　川ばた楊
76 蛍の光 蛍の光　窓の雪 曲先。スコットランド民謡
77 牧場の朝 1932 1932 ただ一面に立ちこめた
78 港 1900 1900 空も港も夜ははれて
79 虫のこえ 1909 1910 あれ　松虫が鳴いている 詞先。尋常小学読本の韻文教材に曲を付けた
80 村の鍛冶屋 しばしも休まず　つち打つ
81 村祭 1912 1912 村の鎮守の神様の
82 紅葉 1911 1911 秋の夕日に照る山紅葉
83 桃太郎 1911 桃太郎さん　桃太郎さん 元は読み物
84 雪 1911 1911 雪やこんこ　霰やこんこ
85 夢 金の自動車に飛乗ると




曲名 詞 曲 歌い出し 注釈
1 ああ上野駅 1964 1964 どこかに故郷の　香りを
2 愛燦燦 1986 1986 雨　燦燦と　この身に
3 哀愁の湖 2008 2008 白樺の林　抜ければ
4 愛人 1985 1985 あなたが好きだから
5 愛の終着駅 1977 1977 寒い夜汽車で　膝を
6 愛のままで 2008 2008 小鳥たちは　何を騒ぐの
7 赤いグラス 1965 1965 唇寄せれば　なぜか
8 赤いハンカチ 1962 1962 アカシヤの　花の下で
9 アカシアの雨がやむとき 1960 1960 アカシヤの　雨にうたれて
10 熱き心に 1985 1985 北国の　旅の空
11 ああ人生に涙あり 1969 1969 人生楽ありゃ　苦もあるさ
12 天城越え 1986 1986 隠しきれない　移り香が
13 あまやどり 2005 2005 やりたいことも　あるだろに
14 雨夜酒 1991 1991 あなたが消えた　雨の中
15 アメリカ橋 1998 1998 風が足もとを　通り過ぎて
16 逢わずに愛して 1969 1969 涙枯れても　夢よ枯れるな
17 アンコ椿は恋の花 1964 1964 三日おくれの　便りを
18 粋な別れ 1967 1967 生命に　終わりがある
19 居酒屋 1982 1982 もしもきらいで　なかったら
20 石狩挽歌 1975 1975 海猫が鳴くから　ニシンが
21 潮来笠 1960 1960 潮来の伊太郎　ちょっと
22 凍て鶴 2008 2008 北の酒場で　飲む酒は
23 命くれない 1986 1986 生れる前から　結ばれて
24 祝い酒 1988 1988 浮世荒波　ヨイショと越える
25 浮雲ふたり 2003 2003 浮雲みたいに　このまま
26 うしろ姿 1969 1969 帰っちゃいやと　いえない
27 うすゆき草 2005 2005 同じ歩幅で　これからも
28 ウナ・セラ・ディ東京 1963 1963 哀しいことも　ないのに
29 海雪 2008 2008 凍える空から　海に降る
30 襟裳岬 1974 1974 北の街ではもう　悲しみを
31 王将 1961 1961 吹けば飛ぶよな　将棋の
32 大井追っかけ音次郎 2001 2001 渡る雁　東の空に　俺の
33 おーい 中村君 1958 1958 おーい　中村君　ちょいと
34 大阪しぐれ 1980 1980 ひとりで　生きてくなんて
35 奥飛騨慕情 1980 1980 風の噂に　一人来て
36 お座敷小唄 1964 1964 富士の高嶺に　降る雪も
37 小樽のひとよ 1967 1967 逢いたい気持が　ままならぬ
38 男と女のラブゲーム 1986 1986 飲みすぎたのは　あなたの
39 男はつらいよ 1968 1968 俺がいたんじゃ　お嫁にゃ
40 お富さん 1954 1954 粋な黒塀　見越しの松に
41 お久しぶりね 1983 1983 お久しぶりね　あなたに会う
42 おひまなら来てね 1961 1961 おひまなら来てよネ　私
43 おふくろさん 1971 1971 おふくろさんよ　おふくろさん
44 おまえに 1966 1966 そばにいてくれる　だけでいい
45 おもいで酒 1979 1979 無理して飲んじゃ　いけないと
46 おゆき 1976 1976 持って生まれた　運命まで
47 俺は待ってるぜ 1957 1957 霧が流れて　むせぶよな波止場







値化して扱うため、音高の表示には MIDI ノート番号を使用する。そこで、まず 7.1 節で
MIDI ノート番号を説明し、7.2 節でアクセントとメロディの対応条件、7.3 節で歌詞の扱
いを説明する。 
 
6.1 MIDI ノート番号 [10] 




ものである。例えば、ピアノの場合、中央ハの音が MIDI ノート番号の 60 となる。(図 10)

































区切った歌詞は、図 12 のように、「どんなに」「あんよが」は 4 拍語の頭高型、「じょう
ずに」は 4 拍語中高型、「かくれても」は 5 拍語中高型、「きいろい」は 4 拍語平板型、「み

















 歌詞の分割後、対応するメロディを MIDI ノート番号で表す。 
本研究では、歌詞とメロディの基本的な対応は以下の通りとする。 
・メロディを MIDI ノート番号で表したものを音高列と呼ぶ 
・音高列の差分を取ったものを音程列と呼ぶ 
・1 拍の文字に 2 音以上当てられている場合は 1 音目だけを採用する 
例えば、図 14 では歌詞「うたを」の「う」1 拍の部分に 62、65 と音符 2 つが当てられ
ている。この場合は、1 音目だけを採用するので、「う」の音高は 62 となる。つまり、図 








日本語では、キャ、キュ、キョなどの拗音を含む語はカナ 2 字で 1 拍と数えるが、バン、
カッ、オーなどの撥音や促音、長音を含む語は 2 拍として数える。しかし、撥音や促音、











図 16 の例だと①と②は共に音高列が 65、67、69、音程列が 0、+2、+2 であるため重複
となり②は数に入れない。①と③の場合、音程列は 0、+2、+2 と同じであるものの①の音
















 本章では第 7 章で説明した方法を使った楽曲の分析のうち、アクセント変化部のみに注
目した結果を説明する。調査範囲は 6 章で挙げた楽曲の 1 番部分であり、2 番以降の調査は
行っていない。演歌の場合は、基本的には 1 コーラスだが、2 番のサビ終了後、大サビに入
る前に 1 番中で出なかった新たなメロディが出てくる場合は、その新たなメロディも調査
の対象としている。 








図 17：表の見方(童謡 2 拍語) 
 




















図 17 の平板型の場合、集計個数 45 個のうち、メロディも音韻と同じく低→高と変化し
たものは 40%、メロディが同音のもの 29%、音韻と逆にメロディが高→低と下がるもの 
31%である。変化なしの場合も音程一致として扱えば、この例では音程一致 69%、音程不













のサンプル数は 45、3 拍語の頭高型(○●●)のサンプル数は 76 となる。また、中高型は中
高 1、中高 2、中高 3 と後ろに数字が付いているが、これは高い拍(○)の数となっており、
例えば 3 拍語の中高 1 であれば●○●を、4 拍語の中高 1 であれば●○●●を表す。同様に、
4 拍語の中高 2 は●○○●、6 拍語の中高 3 は●○○○●●となる。以後、唱歌・演歌も各
拍数のサンプル数は表 6 と同様の表で示す。 
 
表 6 を見てみると、8 拍語の中高 5 や 7 拍語の中高 1 のサンプル数が 1 と少ない一方で、




童謡の 2～5 拍語の調査結果は表 7 である。表 7 を見てみると、アクセント変化とメロ
ディ変化の完全一致は 2 拍語平板型が 40.0%、頭高型が 45.9%、3 拍語平板型が 40.0%、中
高型 1 は上昇部分が 42.3%、下降部分が 59.6%と、それほど高い結果ではないように感じ
る。しかし、変化なし(同音)の割合も多く、2 拍語ではあまりアクセント変化を反映してい
ないように感じるが、3～5 拍語では不一致の割合が低くなっている。例えば、不一致の割
合は、3 拍語平板型では 13.0%、4 拍語中高型 1 では上昇部分で 5.2%、12.1%である。 
2拍語 3拍語 4拍語 5拍語 6拍語 7拍語 8拍語
平板 45 115 127 41 3 2 3
尾高 18 9 3 9 1 0 0
中高1 52 58 18 3 1 0
中高2 48 39 1 2 0
中高3 9 3 2 0
中高4 6 6 3
中高5 3 1
中高6 0
頭高 74 76 95 36 3 2 0
合計 137 252 331 152 20 18 7
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表 7：童謡 2～5 拍語の調査結果 
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 また、表 7 はアクセント型ごとの結果だが、アクセント変化が上昇する部分(●○)と下













表 8 を見ると、完全一致の割合は約 40%以上となっており、全体では上昇部で 42.0%、







 唱歌は、2 拍語(「風」「増す」「夜(よ)は」など)から 8 拍語(「おきゃがりこぼしは」「な




２拍語 ３拍語 ４拍語 ５拍語 全体
上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部
完全一致度 44.4% 45.9% 39.8% 58.6% 39.0% 53.2% 50.0% 67.6% 42.0% 56.4%
不一致度 31.7% 17.6% 15.9% 18.8% 6.4% 9.0% 3.4% 11.8% 11.3% 13.3%
2拍語 3拍語 4拍語 5拍語 6拍語 7拍語 8拍語
平板 37 128 110 33 2 3 0
尾高 37 17 3 1 0 0 0
中高1 98 75 18 0 2 0
中高2 64 39 3 5 0
中高3 17 2 8 0
中高4 1 5 4
中高5 5 0
中高6 0
頭高 98 134 83 18 1 2 0
合計 172 377 335 126 9 30 4
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 唱歌も 6～8 拍語はサンプルの数が少ないため、2～5 拍語の結果を表 10 に示す。 
 
表 10：唱歌 2～5 拍語の調査結果 
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 表 10 を見ると、アクセント変化部での完全一致の割合は、童謡とさほど変わらない結果
であることが分かる。アクセント変化部での完全一致・不一致の割合は表 11 の結果で、童
謡と比較すると 2、3 拍語では完全一致の割合が高く不一致の割合も小さいものの、4、5 拍
語では上昇部での完全一致が少なめとなっている。しかし、表 10 を見ると、4、5 拍では
1-2 拍間での同音反復が多いことが分かる。2-3 拍間以降での下降アクセント部では同音反
復の割合が少なくなっているが、1-2 拍間で下降する頭高型でも同音反復の割合が 4 拍語で
45.8%、44.4%と高めになっていることと、不一致の割合は低いことから、作曲するにあた











演歌は、2 拍語(「雨」「待つ」「く(苦)も」など)から 11 拍語(「燃やしはじめてるらし





童謡・唱歌と同じように、2～5 拍語の調査結果を表 13 に示した。 
２拍語 ３拍語 ４拍語 ５拍語 全体
上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部
完全一致度 50.0% 59.2% 51.9% 54.7% 38.1% 48.6% 37.0% 55.4% 44.2% 53.4%
不一致度 24.3% 12.2% 13.6% 22.8% 10.3% 16.2% 12.0% 19.6% 13.3% 18.5%
2拍語 3拍語 4拍語 5拍語 6拍語 7拍語 8拍語 9拍語 10拍語 11拍語
平板 48 135 123 39 3 4 1 0 0 0
尾高 8 9 2 0 0 1 0 0 0 0
中高1 85 75 26 1 2 0 0 0 0
中高2 50 40 3 7 0 0 0 0
中高3 18 9 11 0 0 0 0
中高4 1 12 3 1 0 1
中高5 2 1 0 0 0
中高6 0 0 0 0
中高7 0 1 0
中高8 0 0
中高9 0
頭高 64 105 74 26 7 8 0 0 0 0
合計 120 334 324 149 24 47 5 1 1 1
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２拍語 ３拍語 ４拍語 ５拍語 全体
上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部
完全一致度 50.0% 48.4% 36.2% 34.7% 35.2% 50.3% 38.2% 48.2% 37.4% 44.4%
不一致度 35.7% 29.7% 25.3% 31.1% 20.4% 26.1% 26.0% 22.7% 24.5% 27.5%
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2 拍目でメロディは上昇、3 拍目以降のメロディは上昇か同音であることが条件となる。 
 
 次に、頭高型のアクセントの条件は、 





図 20 の①のような場合は、2 拍目は下降しており、3 拍目以降も全て下降のメロディで
あるため、頭高型の条件を満たしている。②の場合、2 拍目でメロディは下降しているが、









  －○○ならば、同音か上昇 












 調査結果は図 21 のような表で示している。 
 
図 21：表の見方(唱歌 3 拍語) 
 例えば、図 21 は 3 拍語中高 1(●○●)の結果で、「こころ」「おかし」のように 2 拍目で
高く、3 拍目で低くなる語である。左端の列は①完全一致、②不完全一致、③片側一致、④
不一致と番号付けしており、オレンジの線が境界となっている。①を満たすメロディ変化は
↗↘の一つであり、②を満たすのは→↘、↗→、→→の三つである。3 拍語中高 1 のうち、↗↘と








 童謡の結果は表 15～表 18 である。アクセント全体とメロディの完全一致は 3 拍語で
34.5%、4 拍語で 29.9%、5 拍語で 31.6%、3～5 拍語全体では 31.8%となった。 























 唱歌の結果は表 19～表 22 である。アクセント全体とメロディの完全一致は 3 拍語で
36.9%、4 拍語で 21.2%、5 拍語で 11.9%、3～5 拍語全体では 26.8%となった。 
表 19：唱歌 3 拍語 
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表 20：唱歌 4 拍語 
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 演歌の結果は表 23～表 26 である。アクセント全体とメロディの完全一致は 3 拍語で
24.9%、4 拍語で 22.8%、5 拍語で 15.4%、3～5 拍語全体では 22.3%となった。 





表 24：演歌 4 拍語 
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上昇部 下降部 上昇部 下降部 上昇部 下降部
完全一致度 42.0% 56.4% 44.2% 53.4% 37.4% 44.4%
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